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■No.1■【指数データ】景況感指数 

タイ中央銀行（BOT）は、1月の景況感指数（BSI）を発表した。（５０＝前月から不変）

下グラフは、BSIの構成要素である受注、投資、雇用、生産の指数となる。 

1月のBSI構成要素で最も高かった指数はプロダクションで52.4、次に投資で51.4、受注

が50.5、最後に雇用で49.1となった。プロダクションが上昇した要因として、年末の財

政支出でインフラ関連資材の製造が増加した事や洪水被害が落ち着いたことで、ゴム生

産が回復したこと、それ以外にも全体多岐な生産量が増加したことが挙げられる。一

方、それ以外の構成要素は下落となった。特に雇用は閾値の50を割り込んだ。12月にボ

ーナスが支給され、それをもって退職をした数が影響したものと思われる。昨年の1月も

同様の傾向が見られる。 

 

出所： https://www.bot.or.th/ 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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■No.2■【指数データ】工業生産指数 

タイ工業省工業経済局（OIE）は、12月の工業生産指数と輸送指数、完成品在庫指数を発

表した。（2021年基準） 

1月の工業生産指数は93.3となり、前月から改善となった。次に輸送指数は97.7で前月か

ら改善となった。最後に完成品在庫指数は96となった。生ゴムの生産量増加を始め、電

気電子製品の生産増、それ以外の生産品も増加となったことが要因。それに伴い、完成

品在庫指数は低下していることが見て取れる。生産品が順次出荷されており、理想的な

状況。とは言え、指数は依然2021年の基準値である100を下回る状況にて、輸出は好調だ

が、国内販売が思うように回復していないもよう。2月以降、自動車生産も含め指数が改

善してくことを期待。 

 

出所：https://www.oie.go.th/ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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■No.3■【指数データ】景気先行指数 

タイ中央銀行（BOT）は、12月の景気先行指数（Leading Economic Index：LEI）を発表

した。これは経済指標の一つであり、3から4か月後の将来の経済の方向性を予測するた

めのもの。株価、土地開発許可、企業の登録資本額、オイル価格など経済全体の変動よ

りも前に変動するいくつかの個別の指標から成る複合指数で構成。今回は、LEIのサポー

トデータである新規登録企業の登録資本金額を表示した。（2000年＝100） 

12月のLEIは166.1となり、前月から若干の低下となったが、高位置を維持しており、26

年第一四半期は、経済的に良い状況が続くと予想されている。次に、LEIの構成要素の一

つである、資本金額は8,452MilTHBとなった。これはコロナ後の2021年8月に次ぐ低い

額。LEIは、毎月上昇しているが、投資額は毎月減少傾向にある要因としては、工場の新

規設立が減少傾向にある事と、閉鎖工場が増加傾向にある。また、商務省登録企業数は

若干の増加傾向だが、投資金額は減少傾向となっている。大型案件がトランプ関税の影

響で、様子見状態なのか、これからはAI関連が増加し、サーバーセンターなどのテック

系が多くなり、設備投資が大きな工場は減少してく方向になるのだろうか。 

 

出所： https://www.bot.or.th/ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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